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研究成果の概要（和文）：東アジアから北米に侵入したオオハリアリに注目し生物学的侵略機構に関する既存仮説全て
のテストを試みた。日本、北米とも多女王多巣性コロニーというほぼ同じ集団遺伝学的構造を持ち、北米の方が高い個
体群密度を示した。安定同位体分析では自然分布域（日本）におけるシロアリ食から侵入域（米国）でのジェネラリス
ト捕食者化という栄養段階・食性ニッチの変化が示唆された。病原微生物が原因と考えられる蛹の死亡率が日本でより
高かった。これらの結果はアルゼンチンアリなどで議論されている遺伝的ボトルネック説などよりも、外来種一般で議
論されている生態的解放が侵略機構としてより重要であることを示す。

研究成果の概要（英文）：We aim at comprehensively testing all existing hypotheses of biological invasion 
in ants by focusing on Brachyponera （Pachycondyla）chinensis that has been invaded from East Asia to 
North America. Our polulation genetic, chemical and behavioral study revealed that their population and 
social structure was polygyny-polydomy and multicolonial that was qualitatively the same between the 
introduced (USA) and the native (Japan) ranges. However, in the USA their density was higher than in 
Japan. The stable isotope analysis suggested a shift in the trophic level or food niche, i.e. this ant is 
a specialist hunter of termites in Japan but has become a generalist predator in the USA. The pupal 
mortality presumably correlated to the infection lord was higher in Japan. Those results suggest that as 
the mechanism of biological invasion of this ant the ecological release is more important than social 
insect-specific mechanisms such as genetic bottleneck.

研究分野： 進化生態学
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１．研究開始当初の背景 
 
生物学的侵入は近年の応用生態学の重要問
題であると同時に生態学の基礎理論をテス
トする良い機会を提供している．なぜなら，
在来種群集における多種共存と外来種侵入
による共存の崩壊の裏には，共通の機構が存
在すると考えられるからである．アリは
IUCNの世界的侵略種 100種の中に５種がリ
ストされるほど，侵略種化した場合のインパ
クトは大きい．それらは侵入先でしばしば在
来種をはるかにしのぐ現存量に達し，在来生
物の存続を脅かしている．この侵略性の仕組
みの解明に向けた最重要課題は自然分布域
における生態・遺伝に関する情報収集である．
実は近年「日本原産」外来アリ種であるオオ
ハリアリが北米で急速に分布を拡大し，生物
多様性に甚大な被害を与えている．これは皮
肉にも日本の研究者にとって侵略種の自然
分布域に関する情報を居ながらにして収集
できる絶好の機会を与えている．外来アリの
侵略機構に関する仮説は，生態的解放のよう
な外来種一般に適用可能なものから集団遺
伝的ボトルネック説のようなアリ限定仮説
まで複数あげられているが，それらすべての
網羅的検証を試みた研究はない． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では日本「原産」の侵略的外来アリ種
に注目し，国外侵入先と自然分布域である日
本国内で生態・行動・遺伝情報を徹底比較す
ることにより，侵略の生態学的機構を解明し，
被害低減の方法を考案する．過去の国内にお
ける侵略アリの研究はすべて外国から日本
に侵入した種を対象にしており，基礎生物学
的には国外研究の後追いである．そこでこの
研究では，日本から北米に侵入したと考えら
れるオオハリアリに注目し，日米の侵略的社
会性昆虫研究のエキスパートが協力し，生物
学的侵入に関する既存の諸学説を経験的に
徹底検証する． 
 
３．研究の方法 
 
研究実施国はアメリカ合衆国ノースカロラ
イナ州の沿岸部から山地を除く内陸部にか
けてである．また，比較のため日本国内各地
のフィールドも対象にする．オオハリアリの
侵入先個体群と在来自然個体群で，(1)遺伝
マーカーによる個体群構造，(2)巣仲間認識
ラベルとされる体表炭化水素プロファイル，
(3)社会構造（巣当たり女王数，体サイズ分
布，種内敵対行動），(4)寄生性微生物の蔓延
度，(5)他種アリやシロアリとの共存のパタ
ーンに注目した群集構造、(6)安定同位体比
により推定される栄養段階に関するデータ
を，同じ方法で収集し比較することで前述の
既存仮説を網羅的に検証する． 
 

４．研究成果 
 
日本，北米とも多女王多巣性コロニーという
ほぼ同じ集団遺伝学的構造を持ち，北米の方
が高い個体群密度を示した．安定同位体分析
では自然分布域（日本）におけるシロアリ食
から侵入域（米国）でのジェネラリスト捕食
者化という栄養段階・食性ニッチの変化が示
唆された．病原微生物が原因と考えられる蛹
の死亡率が日本でより高かった．国内自然分
布域の他種アリは本種の毒針攻撃に対し行
動的に適応しているが，本種との共進化史を
持たないオオハリアリの未分布域および侵
入域の他種アリは本種の毒針攻撃に対し脆
弱であった．自然分布域においても侵入域で
ある北米と同じく，同一個体群内では異コロ
ニーのワーカー間に攻撃性が欠如しており，
この融合コロニー的性質（本種は侵入域でも
融合コロニー性ではなかったが）は侵略前か
ら本種に備わった「前適応」であることも示
唆された．これらの結果はアルゼンチンアリ
などで議論されている遺伝的ボトルネック
説などよりも，外来種一般で議論されている
生態的解放が侵略機構としてより重要であ
ることを示す． 
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